
冬
Ｑ
風
物
詩

イ
ル
ミ
ネ
・ト
シ
ョ
ン

冬
の
風
物
詩
と
し
て
す

っ
か
り
定

着
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
。
そ
の

美
し
さ
は
見
る
人
の
心
を
癒
や
し
て
・

く
れ
ま
す
。
こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
地
域
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
は
、

観
光
や
消
費
、
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
、
雇
用
創
出
、
ま
ち
づ
く
り
戦
略

に
至
る
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
、
も
は

や

一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
と
い
う

「非
日
常
空
間
」
が
も

た
ら
す
経
済
的

・
社
会
的
効
果
を
見

て
い
き
ま
す
。

■

「夜
間
経
済
」
の
活
性
化

一
般
的
に
日
没
か
ら
翌
朝
ま
で
の

時
間
帯
に
行
わ
れ
る
経
済
活
動
を
夜

間
経
済

（ナ
イ

‐
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ノ
ミ

ー
）
と
言
い
ま
す
。
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
は
、
こ
の
夜
間
経
済
の
人
を
動

か
す
重
要
な
装
置
と
な

っ
て
い
ま

す
。
大
規
模
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

イ
ベ
ン
ト
は
、
１
日
当
た
り
数
千
～

数
万
規
模
の
人
を
集
め
ま
す
。
都
市

部
だ
け
で
な
く
、
地
方
都
市
や
郊
外

の
公
園
、
有
名
な
神
社
や
お
寺
で
も

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
プ
ロ
ジ

ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
利
用
し
た
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ら
の
来
場

者
が
地
域
に
落
と
す
お
金
は
、

「宿

泊
」

「飲
食
」

コ
父
通
費
」

「お
土

産
」

「レ
ジ
十

・
―
」
と
多
方
面
に
波

及
し
ま
す
。
ま
た
ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
ナ
イ
ト
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
、
プ
ロ

ジ

ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ビ
ン
グ
、
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
夜
間
の

″滞
在
時

間
″
を
延
ば
す
重
要
な
要
素
と
な

り
、
結
果
的
に
商
店
街
の
営
業
時
間

延
長
、
周
辺
飲
食
店
の
売
上
増
加
、
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バ
ス

・
タ
ク
シ
ー
、需
要
の
増
加
と
い

っ
た
副
次
的
経
済
活
動
が
現
れ
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

■
Ｕ
Ｇ
Ｃ
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
壮
部
に

よ
る

「無
償
の
広
告
効
果
」　
　
　
　
　
‐

現
代
の
消
費
者
行
動
は
、

「見
た

い
」
で
は
な
く
「撮
り
た
い
／
投
稿
し

た
い
」
に
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
視
覚
的
に
強
烈
な

イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
た
め
、
一父
流
サ

イ
ト

（Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
投
稿
に
最
適
な

コ

ン
テ
ン
ツ
と
な
り
得
ま
す
¨
そ
の
拡

散
効
果
は
、
実
際
の
来
場
者
数
の
数

十
倍
、
数
百
倍
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
い
ま
ま
で
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
広
告

で
は
得
ら
れ
な
か

っ
た
自
然
拡
散
の

経
済
効
果
で
あ
り
、
ユ
ー
ザ
ー
生
成
ヽ

コ
ン
テ
ン
ツ

（Ｕ
Ｇ
Ｃ
）
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
の
量

慇

いと
も
い
え
ま
す
。

・日
地
域
プ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
中
核

コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、

「何
も

な
か

っ
た
夜
の
風
景
」
に
意
味
と
物

語
を
与
え
ま
す
。
こ
れ
は
都
市
や
地

域
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
非

常
に
重
要
で
す
。
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
記
憶
の
定
着
が
ブ
ラ
ン
ド
認
知

に
つ
な
が
り
、
観
光
誘
致
の
動
機
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
が
他
地
域
と
の
比

較
優
位
を
築
け
ま
す
。
各
地
域
は
独

自
の

「光
の
世
界
観
」
を
築
く
こ
と

で
、
他
都
市
と
の
差
別
化
を
実
現
し

て
い
ま
す
。

■
中
小
企
業

・
地
元
経
済
へ
の
波

及
効
果
　
‐

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト

は
、
電
飾
業
者
や
施
工
会
社
だ
け
で

な
く
、
多
様
な
地
元
業
者
の
参
加
（

設
営
ス
タ

ッ
フ

・
警
罹
』票
な
ど
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
地
域
内
の
経
済
循
環
が
生
ま

れ
、

「域
内
消
費
」
の
拡
大
に
寄
与

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
・

■
イ
ル
ミ
ネ
Ｆ
シ
ョ
ン
は

「市
民

参
加
型
」
の
ま
ち
づ
く
り
で
も
あ
る

単
な
る
観
光
イ
ベ
ン
ト
で
は
な

く
、
地
元
の
市
民
が
準
備

。
運
営
に

参
加
す
る
こ
と
で

「自
分
た
ち
の
街

を
自
分
た
ち
で
彩
る
」
と
い
う
文
化

の
土
壌
が
育
ち
ま
す
。
住
民
が

「
つ

く
る
側
」
に
な
る
こ
と
で
愛
着
が
生

ま
れ
る
効
果
も
あ
り
ま
す
「

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
単
な
る

Ｌ
冬
の
イ
ベ
ン
ト
」
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は

「地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
ー
を
形
成
し
」
「人
を
呼
び
（

経
済
を
動
か
し
」

「街
に
誇
り
と
連

帯
感
を
も
た
ら
す
」
効
果
が
あ
り
、

複
合
的
な

「社
会
装
置
」な
の
で
す
。

持
続
可
能
な
観
光
、
脱
マ
ス
型
イ
ベ

ン
ト
（
地
域
主
導
型
の
経
済
循
環
が

叫
ば
れ
る
い
ま
、
イ
ル
ミ
ネ
ト
シ
ョ

ン
は
そ
の
実
践
例
と
し
て
さ
ら
に
注

目
さ
れ
る
べ
き
存
在
に
な

っ
て
き
て

い
ま
す
。

・く
ど
う

ｏ
さ
と
し
　
一
橋
大
学
大
学
院
商
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
。
上
場
企
業
、外
資
系
経
営
コ
ン
サ

ル
テ
イ
ン
グ
会
社
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
実
践
。苦
杢
示
大
学
ヽ

国
立
研
究
開
発
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所

（Ａ
Ｉ

Ｓ
Ｔ
）
な
ど
を
経
て
、２
０
２
３
年
４
月
よ
り
現
職
。

文
部
科
学
省
科
学
技
術

・
学
術
政̈
策
研
究
所
客
員
研

客
員
、墓
尋
笛
呈
哭
学
上ヽ
聟
杢
子な
ど
で
恋
罫
´

講
師
を
兼
任
。経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、企
業
研
修

も
手
が
け
る
。専
門
は
経
営
戦
略

経ヽ
営
管
理
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
産
業
・事
業
創
造
。


